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歳
入
全
体
の
76
・
１
％
を
占
め
る
「
分
担

金
及
び
負
担
金
」
は
構
成
市
町
か
ら
の
負
担

金
等
で
、
65
億
９
６
１
７
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
東
日
本
大
震
災

に
係
る
震
災
復
興
特
別
交
付
税
相
当
分
に
係

る
負
担
金
７
５
６
９
万
２
千
円
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

次
い
で
、
消
防
車
両
の
購
入
や
西
地
区
熱

回
収
施
設
等
整
備
事
業
な
ど
に
係
る
地
方
債

借
入
に
よ
る
「
組
合
債
」
が
６
億
４
１
０
万

新
年
の
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

予
防
・
防
災
機
能
の
強
化

　

本
年
３
月
で
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
10
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
年
々
、
自
然
災
害
が
大
規
模
化
す
る
傾

向
に
あ
り
、
昨
年
の
７
月
３
日
か
ら
約
１
か

月
に
わ
た
り
、
日
本
の
広
い
地
域
に
大
雨
を

も
た
ら
し
た
令
和
２
年
７
月
豪
雨
は
、
日
本

全
国
で
多
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
組
合
消
防
本
部
で
は
、
大
規
模
自
然
災

害
等
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に
水
陸
両
用

車
や
救
助
工
作
車
を
配
備
し
、
昨
年
10
月

３
日
に
は
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
等
約

５
２
０
名
の
参
加
の
も
と
「
令
和
２
年
度
緊

急
消
防
援
助
隊
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

訓
練
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

圏
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
構
成
市
町
や
地
域
の
消
防

団
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
更
な
る
予
防
・
防

災
機
能
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設

　

令
和
２
年
２
月
よ
り
着
工
し
ま
し
た
ご
み

焼
却
施
設
（
西
地
区
熱
回
収
施
設
）
の
建
設

工
事
は
、
現
在
ま
で
大
き
な
事
故
や
遅
れ
も

な
く
、
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。
当
施

設
は
、
ご
み
を
焼
却
す
る
際
に
発
生
す
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
し
、
発
電
や
温
水
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
発
電
し
た
電
力

は
、
当
施
設
や
隣
接
施
設
で
利
用
さ
れ
、
さ

ら
に
余
っ
た
電
力
は
売
電
さ
れ
る
等
、
低
炭

素
社
会
や
循
環
型
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る

施
設
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
の
本
体
供
用
開
始
に
向

け
、
今
後
も
周
辺
地
域
と
の
協
議
を
進
め
な

が
ら
、
施
設
と
周
辺
地
域
と
の
共
存
を
目
指

し
、
建
設
工
事
の
進
捗
管
理
に
鋭
意
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
使
命

　

本
組
合
で
は
、
こ
れ
ら
の
消
防
業
務
や
環

境
衛
生
業
務
の
ほ
か
、
福
祉
型
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「
ほ
な
み
園
」
や
圏
域

の
生
涯
学
習
拠
点
機
能
を
担
う
「
大
崎
生
涯

円
で
全
体
の
７
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
前
年
度
の
会
計
で
収
入
か
ら
支

出
を
差
引
い
た
金
額
を
持
ち
越
し
た
「
繰
越

金
（
６
・
５
％
）」、
斎
場
使
用
料
や
ご
み
処

理
手
数
料
な
ど
の
「
使
用
料
及
び
手
数
料

（
４
・
６
％
）」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

「
衛
生
費
」
が
44
億
１
６
０
５
万
円

（
51
・
６
％
）
と
最
も
多
く
、
ご
み
処
理
施

設
や
し
尿
処
理
施
設
、
斎
場
の
運
営
費
に
充

学
習
セ
ン
タ
ー
（
パ
レ
ッ
ト
お
お
さ
き
）」

の
管
理
・
運
営
な
ど
、
今
後
も
構
成
市
町
と

の
連
携
を
密
に
図
り
な
が
ら
、
共
同
処
理
事

業
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

圏
域
住
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
「
丑
年
」

　

本
年
の
干
支
「
丑
（
牛
）」
は
古
く
か
ら

酪
農
や
農
業
で
人
々
を
助
け
て
く
れ
る
存
在

と
し
て
重
要
な
生
き
物
で
し
た
。
大
変
な
農

業
を
地
道
に
最
後
ま
で
手
伝
う
様
子
か
ら
、

丑
年
は
「
堅
実
に
物
事
を
進
め
る
」
や
「
発

展
の
前
振
れ
」
を
表
す
年
に
な
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

な
感
染
拡
大
状
況
か
ら
、
活
動
が
制
限
さ
れ

る
御
時
世
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
干
支
に
あ

や
か
り
、
本
年
が
大
崎
圏
域
の
更
な
る
繁
栄

の
足
掛
か
り
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
、
圏

域
住
民
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

て
ら
れ
た
ほ
か
、
西
地
区
熱
回
収
施
設
等
整

備
事
業
費
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、「
消
防
費
」
が
30
億
２
１
６
８

万
６
千
円
（
35
・
３
％
）
で
、
救
急
・
消
防

活
動
や
鳴
子
消
防
署
車
庫
建
築
工
事
に
充
て

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、「
公
債
費
（
５
・
６
％
）」、「
教

育
費（
３
・
２
％
）」、「
総
務
費（
２
・
７
％
）」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　

管
理
者　

大
崎
市
長

伊　

藤　

康　

志

一
般
会
計
決
算
の
内
容



　歳入・歳出差引残額の1億141万4千円のうち、令和元年度中に事業を完了できなかった分、1,442万2千円
を繰越明許費として翌年度に繰り越し、6,000万円を財政調整基金に積み立て、残りの2,699万2千円を純繰
越金として翌年度へ繰り越しました。

用　

語　

説　

明

分
担
金
及
び

負

担

金

組
合
を
構
成
す
る
市
町
等
か
ら

支
出
さ
れ
る
収
入

使
用
料
及
び

手

数

料

組
合
の
施
設
を
利
用
し
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
方
か
ら
い

た
だ
く
収
入

国

庫
・

県
支
出
金

国
・
県
か
ら
組
合
に
支
出
さ
れ

る
収
入

繰

越

金

前
年
度
の
会
計
で
収
入
か
ら
支

出
を
差
引
い
た
金
額
を
持
ち
越

し
た
収
入

議

会

費

組
合
議
会
の
運
営
に
使
わ
れ
る

経
費

総

務

費

事
務
局
運
営
費
、企
画
費
、監
査

委
員
費
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基

金
活
用
事
業
に
使
わ
れ
る
経
費

民

生

費

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
（
大
崎
広
域
ほ
な
み
園
）

の
管
理
運
営
に
使
わ
れ
る
経
費

衛

生

費

ご
み
・
し
尿
処
理
施
設
や
斎
場

の
管
理
運
営
に
使
わ
れ
る
経
費

消

防

費

消
防
・
救
急
業
務
に
使
わ
れ
る

経
費

教

育

費

大
崎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
パ

レ
ッ
ト
お
お
さ
き
）
の
管
理
運

営
に
使
わ
れ
る
経
費

公

債

費

施
設
の
建
設
や
車
両
な
ど
を
購

入
し
た
際
の
借
入
金
の
返
済
に

充
て
ら
れ
る
経
費



広　告

給与・定員管理などの状況
　地方公務員法第５８条の２及び大崎地域広域行政事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
規定に基づき、次のとおり公表します。

給 与 の 概 要

職員の任免及び職員数の状況

問 事務局総務課　☎２３－２３２５



https://www.aquanet.or.jp/
e-mail：aquanet_info@aquanet.or.jp

浄化槽維持管理
廃棄物収集運搬
給排水設備工事
浄化槽設置工事
　　　　　　他

営 業 品 目

広　告

☎

ほなみ園情報

と
も
に
あ
ゆ
む
…

▶
小
さ
い
ど
ん
ぐ
り
を
見
つ
け
て

「
あ
！
こ
こ
に
あ
っ
た
よ
」　

と
歓
声

が
上
が
り
ま
す
。

▶
毛
布
引
き
で
鬼
を
や
っ
つ
け
ろ
〜

▶
慎
重
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
一
本
橋
に
挑
戦
中
で
す
。

▲カレーづくりをみんなでまねっこ。



　

請
願
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に

付
託
の
上
、
審
査
が
終
了
す
る
ま
で
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
す
る
も
の
で
す
。

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
年
間
０
・

05
月
分
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

議会情報

議
会
報
告

　

交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

本
組
合
教
育
委
員
会
委
員
に
大
宮
信
彦
氏

（
加
美
町
）、
佐
藤
邦
雄
氏
（
色
麻
町
）
を
任
命

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
寄
附
金
、
地
域
防
災
組
織
育

成
助
成
金
を
活
用
し
た
備
品
購
入
費
の
増
額
補

正
、
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
補
正
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
９
万
１
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
３
２
億
３
６
６
９
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
の
収
入
済
額
合
計
86
億
６
４
１
９

万
４
４
５
０
円
、
支
出
済
額
合
計
85
億
６
２
７

７
万
９
５
２
８
円
の
決
算
認
定
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

主
に
議
案
第
15
号
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
う
職
員
人
件
費
な
ど
に
つ
い
て

補
正
計
上
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
８
２
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
１

３
２
億
３
３
８
６
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

請
願
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た

５
件
の
請
願
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と

決
定
し
ま
し
た
。

議
会
報
告

地域づくりに貢献する実践団体に支援助成します！大崎ふるさとづくり基金事業 みちのくの宝島大崎

助 成 対 象 申 込 締 切

問 事務局総務課　☎２３－２３２５※詳細は組合ホームページ（http://www.osakikoiki.jp/）をご参照ください。

◆ 令和３年８月１日から令和４年３月３１日までに実施する事業に限ります。◆

　大崎圏域（大崎市・色麻町・加美町・涌谷町・美里町）内で活動して
いる団体で、大崎圏域１市４町の複数の市町に在住する実行委員により
組織されている広域的な実行委員会体制を確立している団体又は確立で
きる団体（学生・生徒のみの団体は除く）が行う事業のうち、公益性・
公共性のある事業。

令和３年６月３０日（水）必着
　所定の申請書に添付書類を添えて提出。
（申請書は組合ホームページからダウンロー
ド可）

〒９８９－６１７４
大崎市古川千手寺町二丁目５番２０号
大崎地域広域行政事務組合
事務局総務課総務企画係

・広域的な音楽イベント（演奏会やコンサートなど）
・国際交流を通して人材育成やまちづくりを目的とするイベント

例えば
申
込
先※申請をする前に、ご自身の団体や事業が助成の対象かどうか、お問い合わせの上ご確認ください。

教育委員会委員の紹介
　１０月２２日に開催された第３回組合
議会（定例会）において、 大宮信彦氏（加
美町教育委員）、 佐藤邦雄氏（色麻町教
育委員）の任命について同意され、本組
合の教育委員会委員に任命されました。

佐藤 邦雄 氏 大宮　信彦 氏



環境衛生情報

農林業系汚染廃棄物の焼却処理について

各施設のモニタリングポスト空間線量
　 ８月 ９月 １０月

西部玉造

クリーンセンター

中央

クリーンセンター

東部

クリーンセンター

大日向

クリーンパーク

（北口）

　各測定結果については、第三者機関に分析を依頼し、結果を取りまとめ、確認事項ごとの評価を行い、実施月
の翌々月上旬に本組合のホームページ上で公表します。
　組合ホームページアドレス http://www.osakikoiki.jp/

西地区熱回収施設（ごみ焼却施設）の建設工事の状況
西地区熱回収施設（ごみ焼却施設）の工事の状況についてお知らせいたします。

　ごみ焼却施設という複雑な工事を安全かつ効率的
に行うため、複数の工区に分けて工事を進めていま
す。各工区の基礎コンクリートの打設が１月中には
完了する見込みです。また、基礎コンクリートの打
設に目途がついたところから、建物の骨組みになる
鉄骨を組み立てる躯体工事を行っています。

　ごみ焼却施設で必要なプラント用水は、井戸水を利用し
ます。井戸工事では、初めに掘削に必要な装置を地上へ巻
き上げるため、最上部に滑車を備え付けた櫓（やぐら）を
設置しました。その後、ボーリングマシン（掘削をする機械）
を用いて地上から150ｍの深さまで掘削しました。

井戸工事

基礎工事・躯体工事

【ボーリングマシン】 【井戸水】

【全　景】 【鉄骨建て方】

問 業務課　☎２５－８８６７

斎場をご利用の皆さまへ
　全国的な新型コロナウイルス感染症の拡大・大崎圏域でのクラスター発生に伴い、参列者を最小限にするよう
にご協力をお願いしておりましたが、更なる参列者数縮減にご協力をお願いします。
　また、マスク着用・手先消毒・検温実施や３密の回避・新しい生活様式に則ったご利用を引き続きお願いします。

　今後は、令和４年４月の稼働に向け、ごみ焼却に必要な燃焼装置などのプラント機械の据え付け、躯体工事等
を進めていきます。

問 業務課　☎２５－８８６７

問 施設整備課　☎２５－６７８８

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　令和２年１１月１２日に加美町中新田保育所において、幼年消防クラブへ宮城県
知事「感謝状」の表彰伝達式を開催しました。
　この度の宮城県無火災地域推進功労表彰は、火災のない地域づくりを推進するた
め、消防関係行政機関と婦人防火クラブや幼年消防クラブが一体となって火災予防
思想の普及啓発を図り、明るく住みよい無火災地域の推進を図ることを目的として
います。
　中新田保育所は、幼年期に防火意識を身に着けるため年長組全員を幼年消防クラ
ブ員として任命し、法被を着て火の用心の誓いの朗読、年１２回の避難訓練や玩具
花火の正しい遊び方、さらに春と秋の火災予防運動では、拍子木を叩いて火の用心
パレードを行い地域住民に火災予防を呼びかけるなど、無火災に向けた活動を積極
的に取り組んできました。

　令和２年１１月２４日に第２回大崎広域再生工房公開抽選会を行いました。
　今回は再生品２７品目に対して、３４名の方から譲り受けの応募がありました。ダイ
ニングテーブル、チェアーセット、食器棚などの再生品が人気で、９品目は抽選により
当選者を決定しました。当選された方は喜んで再生品を受け取っていました。
　大崎広域再生工房は、本組合のごみ処理施設に搬入された棚やイスなどの中から再生
利用が可能なものを選別し、簡単な再生作業を行い、希望者に無償で提供する事業です。
この事業を通じて、圏域の皆さまにごみ減量化、再資源化の意識高揚を図ることを目的
としています。ご理解ご協力をお願いします。
　次回の再生工房の実施は決まり次第、組合広報やホームページでお知らせします。

　１１月８日、防火防災の標語をラッピングした大崎市民バスの完成式
典を執り行われ、翌９日から運行開始しました。
　秋の全国火災予防運動に合わせて行われたもので、大崎市民バスの両
側面に、「街ぐるみ　防災減災　火の用心」の標語に加え、大崎市イメー
ジキャラクター「パタ崎さん」や大崎広域消防本部マスコットキャラク
ター「らいすくん」のラッピングを施したものです。
　標語の「街」の文字には、「居久根」や「鴈」など、大崎市や大崎耕土
の自然をイメージした文字が組み込まれています。自然は時として災害
を引き起こす可能性があり、身近にその要因があることを知ってほしい
との思いも込められております。

令和２年度宮城県無火災地域推進功労表彰伝達式

第２回大崎広域再生工房公開抽選会を開催

防火防災ラッピングバス（大崎市民バス）が完成

問 大崎広域消防本部予防課　☎２４－４２６８

問 大崎広域消防本部予防課　☎２４－４２６８

環境衛生情報

消防情報

ごみ袋はしっかり縛って
封をしましょう。

中身の流出を防ぎます。 破裂による飛散を防ぎます。

ごみ袋の空気を抜いて
出しましょう。

新型コロナウイルスなどの感染症対策のための家庭でのごみの出し方

　以上の点に気を付けてごみを出していただくことが、ご家族にとっても、ごみを収集・処理する作業員にとっ
ても、ごみの円滑・安全な収集・処理を行う上で大切な行動です。
　皆さまのご協力をお願いします。（環境省HPより一部抜粋） 問 業務課　☎２５－８８６７

問 業務課　☎２５－８８６７
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消防長特別賞
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令和２年度 大崎広域防火ポスター
防 火 標 語コンクールの入賞作品が決定！！

問 大崎広域消防本部予防課　☎２４－４２６８
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消防情報

試験・講習情報

試験について 講習会について

★危険物取扱者試験日程
種　類 回 試験日 受験地 願書受付期間

甲　　種
乙　　種
丙　　種

８
令和3年
3月7日
（日）

仙台市

電
子
申
請

1月18日（月）
～1月26日（火）

書
面
申
請

1月21日（木）
～1月29日（金）

★応急手当講習会　
　大切な命を救うためには、早い通報・応急手当・
AED（除細動）・医療処置のいわゆる救命の連鎖が重要
です。救急車が到着するまでの間に、居合わせた人が適
切な応急手当を行うことにより救える命があります。
　そこで、大崎広域消防本部では、大崎圏域内に居住・
通勤・通学している方（中学生以上）と小学生（高学年）
を対象に、応急手当の各種講習会を開催しています。
　受講を希望される方は、大崎広域消防本部ホーム
ページ（http://www.oosakifi re119.jp）から申請書
をダウンロードし、最寄りの消防署所へお申し込みく
ださい。

応急手当講習会に関する問い合わせ・申し込み
古川消防署　☎22-2350
加美消防署　☎63-2003

鳴子消防署　☎82-2349
遠田消防署　☎43-2351

試験に関する問い合わせ
願書配布場所
★（一財）消防試験研究センター宮城県支部
★大崎圏域内の各消防署所
★電子申請の場合は（一財）消防試験研究センターホーム
　ページへアクセス（http://www.shoubo-shiken.or.jp/）
　※受付時間：平日９：００～１７：００

　　◆願書（郵送先）
　　　（一財）消防試験研究センター宮城県支部
          ☎022-276-4840
　　◆電子申請（インターネット）
　　　（一財）消防試験研究センター電子申請室
　　　☎0570-07-1000　
　　　　※受付時間：平日９：００～１７：００

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、上記の応急手当講習
会は、中止または延期になることがあります。開催情報を随時更
新いたしますので、ホームページまたは各消防署へお問い合わせ
ください。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

普通救命講習会【定期】（３時間）
毎月第１土曜日

9：00
～12：00

遠田消防署
毎月第３土曜日 古川消防署
毎月第４土曜日 加美消防署
普通救命講習会【随時】（３時間）

事前連絡により人数等を調整し開催します。

問

　大崎広域消防本部では、防火防災訓練用資器材として心肺蘇生訓練用
マネキン5体を整備しました。
これは、（一財）自治総合センターから「コミュニティ助成事業（地域防災
組織育成助成事業）」の助成を受けて整備したものです。
　整備した心肺蘇生訓練用マネキンは、地域の安心・安全諸活動を行っ
ている婦人防火クラブの皆さまに、応急手当の自己研鑽と指導技法を習
得していただくことを目的としており、今後より多くの圏域の皆さまに対
する応急手当の普及啓発及び救命率の向上につなげるものです。
　婦人防火クラブの研修会、防災訓練等で活用されます。
※「コミュニティ助成事業」は、宝くじの社会貢献広報事業として、
　宝くじの受託事業収入を財源として実施しているものです。

防火防災訓練用資器材の整備について

問 大崎広域消防本部予防課　☎２４－４２６８



パソコン講座

パレット映像館

星 を み る 会

大人の天文塾

親子天文教室

こんなのやってるでショー

　屋上天文台の望遠鏡で星や天体を観望
する会です。
●１月１６日（土）
　「オリオンの三ツ星」
●２月２０日（土）
　「月・プロキオン・ゴメイザ」
●３月１３日（土）
　「北極星・コカブ・シリウス」
時　間　１９：３０～２０：１５
場　所　ふれあい広場（晴天時）
            プラネタリウム館（荒天時）
定　員　３０名（当日先着順）
受　付　１９：００～１９：３０
その他　中学生以下は保護者同伴。要

防寒対策。荒天時のみ、天文ボ
ランティアによるプラネタリウ
ム特別投影を行います。

  
　参加者相互の交流を楽しみながら、星
空や宇宙について学んでみませんか。初
めて天文学を学ぶ方やお子さまも気軽に
ご参加ください。
●１月１６日（土）
●２月２０日（土）
●３月１３日（土）
時　間　１５：４５～１６：３０
場　所　プラネタリウム館
受　付　１５：３０～１６：００
対　象　一般（小・中・高校生も大歓

迎）
申　込　電話または直接来館し、お申し

込みください。

　親子で一緒に、宇宙や科学を体験しま
せんか？
①「バルーンロケットをとばそう」
日　時　２月２８日（日）
　　　　１０：００～１１：３０
場　所　多目的ホール、研修室
定　員　小学生以上の親子
　　　　２０組
②「天体望遠鏡をつくろう」
日　時　２月２８日（日）
　　　　１５：００～１６：３０
場　所　研修室、プラネタリウム館

定　員　小学３年生以上の親子
　　　　２０組
参加料　１，９００円
　　　　（望遠鏡組立キット代）
【①・②共通事項】
申　込　２月２日（火）
　　　　８：３０から電話にて受付。

　毎度おなじみの「こんなのやってるで
ショー」です。身近な材料で作って遊び
ましょう。無料で体験できますので、ご
家族で気軽に遊びに来てください。
●１月１０日（日）・３１日（日）
　「紙コップ竹とんぼ」
●２月１４日（日）・２８日（日）
　「ポンポンカーリング」
●３月　７日（日）・２１日（日）
　「ストローひこうき」
時　間　１０：３０～１１：３０
　　　　１３：００～１３：３０
　　　　（１日２回実施）
場　所　みんなの部屋
対　象　中学生以下（未就学児は保護者

同伴）
申　込　申込不要。当日直接お越しくだ

さい。ただし、材料がなくなり
次第終了します。

①Excel入門
日　時　１月２０日（水）
　　　　　～２１日（木）
　　　　９：３０～１６：００
内　容　Microsoft Offi  ce Excel2016

に関する基本的な操作を学習す
るための講座です。（家計簿に
応用できる表計算や、グラフの
作成等）

申込期限　１月９日（土）必着
公開抽選　１月１０日（日）
　　　　１０：００
②Word中級
日　時　１月２７日（水）
　　　　　～２８日（木）
　　　　９：３０～１６：００
内　容　 Microsoft Offi  ce Word2016

のステップアップ講座です。
（ワードアート、図の加工、

ヘッダー、フッター等の使い
方）

申込期限　１月１４日（木）必着
公開抽選　１月１５日（金）
　　　　１０：００
【①と②の共通事項】
対　象　大崎圏域に居住又は通勤・通
学している方
場　所　メディア研修室
受講料　７００円（テキスト代）
定　員　１０名
※申し込みは、往復はがきに、住所・氏
名（ふりがな）・年齢・職業・電話番
号・受講希望の講座名を記入し、大崎
生涯学習センター各講座係までお願い
します。はがきは、１人１通でお願い
します。定員を超えた場合は、上記の
日程で事務室前にて公開抽選を行いま
す。

　YouTubeにて「パレット映像館」を
公開しています。
　パレット映像館では大崎生涯学習セン
ターが所有する貴重な映像作品や、自作
教材等を紹介しております。ぜひ一度ご
覧ください。
（視聴方法）
①パレット映像館に直接アクセスして視
聴する。
　（パレット映像館： h t t p : / /
w ww . y o u t u b e . c om / u s e r /
paletteoosakitv）
②検索サイト（Google、Yahoo!等）
で「パレット映像館」を検索する。
③ＱＲコードを利用する。

※視聴にはインターネット環境が必要で
す。
※携帯端末で視聴される場合にはパケッ
ト通信料が発生しますのでご注意くだ
さい。パケット定額制もしくはWi-Fi
環境での視聴を推奨します。　



この広報誌は環境にやさしい植物
性大豆油インキで印刷しています再生紙を使用しています ☎

パレットおおさき

☎

新型コロナウイルス感染症予防対策に
ご協力ください。

●観覧前に、検温、手指消毒、連絡先記入を実施しております。
●『密接』回避のため、座席を１席空けてお座りいただきます。同伴
の方の場合でも、同様にお願いいたします。

●当面、１回当たりの観覧人数を７５名に制限させていただきます。
●各回の投影終了後に座席等の消毒と換気を行います。
●スタッフによる星座生解説は、14:45～の星空散歩のみとし、各投
影時間も短縮させていただきます。

●マスク着用、咳エチケットのご協力をお願いいたします。
●咳や発熱など体調に不安がある方は、来館をお控えください。

の
●当
●各
●ス
影

●マ
●咳

投　影　日 第 １ 回 第 ２ 回 第 ３ 回 第 ４ 回


